自治会防災対策思考シート　C-BAT Community-Bousai by Active Thinking

１　課題　　震度６強地震発生。自分の自宅が倒壊して傾く。家族の一人は傾いた壁と家具に胸を挟まれ呼吸困難。自分だけでは助けられない。一人は家具の転倒で頭部裂傷。数件先から火災が発生したらしく、煙が入ってくる。なぜ、このようなことになったのか？この状況を救ってくれる地域社会にしていくためには、どのような備えや訓練をしておくべきだったか？
２　地域の防災を考える　自分たちの安全確保をしつつ、現実的に実行することを前提に、最善の対応を各自考え、リスクコミュニケーションし、共有しましょう。
　　それを時系列でまとめると「干池自治会防災マニュアル」ができていきます。
現状　２＝計画・物資・訓練など備えと体制十分　１＝物資・計画・物はあるが体制不十分　空欄＝課題として考えたい
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